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は
じ
め
に

　

役
者
評
判
記
に
見
立
て
、
名
古
屋
名
物
や
有
名
人
評
判
な
ど
を
記
し
て
、
文

化
初
年
頃
の
名
古
屋
の
世
相
を
描
く
『
名
府
玉
尽
し
』
全
〔
文
化
五
（
一
八
〇

八
）
年　

可
笑
著　

未
刊
）
1
（

本
〕
が
あ
る
。
こ
の
巻
頭
は
、
井
上
士
朗
。「
極
上

上
吉　

宗
匠　

士
朗
」、「
風
雅
誹
諧
の
達
人
と
聞
へ
」、「
当
時
の
達
物
、
親
玉

親
玉
」
な
ど
と
評
さ
れ
る
。
蕪
村
が
士
朗
宛
の
手
紙
〔
安
永
七
（
一
七
七
八
）

年
）
2
（

頃
〕
の
中
で
「
尾
張
名
古
屋
ハ
士
朗
（
城
）
で
持
つ
」
と
持
ち
上
げ
る
ほ
ど

の
実
力
者
な
の
だ
か
ら
当
然
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
、
柳
江
庵
鸞
亭
も
載
り
、
鸞

亭
は
、「
上
上
吉　

点
者　

鸞
亭
」、「
俳
諧
冠
句
達
人
当
国
并
三
遠
美
勢
の
名

尊
也
」、「
ど
な
た
が
な
ん
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
も
、
近
年
日
に
増
し
御
は
ん
じ
や

う
」、「
大
評
大
評
」
な
ど
と
評
さ
れ
、
士
朗
に
は
や
や
及
ば
な
い
も
の
の
、
た

い
そ
う
な
遇
さ
れ
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
鸞
亭
は
、
文
化
六
、七
年
頃
岐
阜
か
ら

移
住
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
て
い
る
）
3
（

が
『
金
鱗
九
十
九
之
塵
』（
天
保
末
年
以

降
弘
化
頃
ま
で
に
成
る
）
4
（

か
）
の
「
◇
禰
宜
町
」
の
項
で
、「
△
狂
俳
撰
者　

初

名
鸞
亭　

後　

柳
江
庵
雁
）
5
（
砂
」
と
記
さ
れ
、
そ
の
住
人
代
表
の
一
人
目
に
挙
げ

ら
れ
る
。
こ
れ
ら
か
ら
鸞
亭
が
、
文
化
五
年
に
は
名
古
屋
で
と
て
も
有
名
な
俳

諧
冠
句
点
者
で
あ
り
、
そ
の
後
、
狂
俳
撰
者
と
な
っ
て
い
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

そ
し
て
、
文
政
三
（
一
八
二
〇
）
年
に
、
鸞
亭
の
一
周
忌
追
福
の
た
め
に
、

鸞
亭
の
撰
句
を
集
め
て
編
ま
れ
た
『
冠
句
選
』（
士
蔚
序
、
米
袋
）
6
（
跋
）
は
、
半

丁
に
一
句
掲
載
で
、
春
渓
の
画
、
四
十
七
丁
の
入
る
濃
淡
二
色
摺
り
の
豪
華
本

で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
跋
文
を
寄
せ
る
米
袋
が
、
二
代
目
柳
江
庵
を
継
承

し
、
三
代
目
を
麦
袋
が
継
承
す
）
7
（

る
。
つ
ま
り
、
鸞
亭
は
文
政
二
年
に
亡
く
な

り
、「
柳
江
庵
」
は
襲
名
さ
れ
る
ほ
ど
の
大
名
跡
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

さ
て
、
本
稿
で
取
り
上
げ
る
柳
江
庵
撰
の
会
所
本
『
狂
俳
袖
濡
す
』
は
、
刊

記
な
ど
は
な
い
が
、
表
紙
に
「
鸞
亭

0

0

佛
追
福
」
と
あ
り
、
撰
者
は
「
柳
江
庵
」

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
初
代
柳
江
庵
が
亡
く
な
っ
た
文
政
二
年
頃
刊
と
推
定
し
た

い
気
持
ち
が
起
こ
る
。
そ
う
な
れ
ば
、
名
古
屋
の
「
狂
俳
」
の
呼
称
に
つ
い

て
、
従
来
よ
り
も
十
年
早
い
使
用
を
確
認
で
き
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

と
い
う
の
は
、
宮
田
正
信
氏
が
『
雑
俳
史
の
研
究
』「
文
化
文
政
期
の
雑
俳
」

の
中
で
、「
当
時
名
古
屋
で
は
「
雑
俳
」
と
同
義
で
「
狂
俳
」
の
称
が
行
は

れ
）
8
（

た
」
と
さ
れ
た
。
こ
れ
を
受
け
、「
狂
俳
」
の
呼
称
が
使
わ
れ
始
め
た
の

は
、
化
政
期
頃
と
推
測
し
つ
つ
も
、
そ
の
初
見
を
、
文
政
十
二
（
一
八
二
九
）

年
刊
の
『
奉
納
榧
木
社　

狂
俳
冠
句
壹
）
9
（
編
』〔
撰
者　

味
足
斎
・
一

舎
。
巻

本　

泉
田
之
郷
（
刈
谷
）　

枝
雪
〕
と
し
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。

柳
江
庵
撰
会
所
本
『
狂
俳
袖
濡
す
』
の
紹
介
と
翻
刻

冨　
　

田　
　

和　
　

子＊
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し
か
し
、
化
政
期
の
名
古
屋
の
雑
俳
会
所
本
は
現
存
す
る
も
の
が
少
な
い
た

め
、『
狂
俳
袖
濡
す
』
の
掲
載
句
の
俳
号
か
ら
み
て
、
初
代
柳
江
庵
鸞
亭
と
は

断
定
し
が
た
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
『
冠
句
選
』
に
六
句
載
り
、
そ
れ

以
後
、
見
ら
れ
な
い
谷
風
や
、『
冠
句
選
』
に
一
句
載
り
、
そ
れ
以
後
、
見
ら

れ
な
い
花
風
・
如
雀
・
如
雷
が
い
る
の
は
確
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
現
存
す
る

も
の
が
少
な
い
中
、
初
代
柳
江
庵
よ
り
も
、
天
保
七
（
一
八
三
六
）
年
、
同
十

二
年
に
「
柳
江
庵
鸞
亭
」
を
名
乗
る
点
者
が
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
ち
ら
の
「
柳

江
庵
鸞
亭
」
と
見
る
ほ
う
が
穏
当
な
の
で
あ
る
。

　

で
は
、
十
九
年
後
と
は
い
え
、
当
時
、
柳
江
庵
を
継
承
す
る
二
代
米
袋
、
三

代
麦
袋
が
い
る
中
で
、
な
ぜ
初
代
と
同
じ
「
柳
江
庵
鸞
亭
」
を
名
乗
る
こ
と
が

で
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
疑
問
が
残
る
。

　

そ
れ
に
、
鸞
亭
は
、
先
に
見
た
と
お
り
『
金
鱗
九
十
九
之
塵
』
で
「
△
狂
俳

撰
者　

初
名
鸞
亭

0

0

0

0　

後0　

柳
江
庵
雁
砂

0

0

0

0

0

」
と
記
さ
れ
る
。
こ
の
「
柳
江
庵
雁

砂
」
は
、
石
橋
庵
真
酔
撰
の
『
狂
俳

冠
句
選
集
楽
』
初
編
（
天
保
八
年
）
の
自
序

に
、「
爰
に
集
む
る
狂
俳
の
冠
句
は
樗
良
先
生
の
風
調
を
ま
ね
び
、
近
く
は
古0

柳
江
庵
鳫
紗
翁

0

0

0

0

0

0

の
撰
に
倣
）
10
（
ひ
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
天
保
八
年
に
は
亡
く
な
っ

て
い
た
と
推
測
で
き
る
。
と
は
い
え
、『
冠
句
選
』
で
は
、
序
に
「
故
人
鸞
亭

0

0

先
生

0

0

也
」
と
あ
る
ば
か
り
で
「
雁
砂
」
に
触
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
本
稿
で
紹

介
す
る
『
狂
俳
袖
濡
す
』
は
、「
鸞
亭

0

0

佛
追
福
」
で
あ
る
。
で
は
、
文
政
二
年

に
亡
く
な
っ
た
鸞
亭
と
、
天
保
期
に
点
者
を
す
る
鸞
亭
の
間
に
ど
の
よ
う
な
か

か
わ
り
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
興
味
が
尽
き
な
い
。

　

そ
こ
で
、
本
書
を
翻
刻
し
紹
介
し
た
い
。
末
尾
に
図
版
を
付
す
。

　

因
み
に
、
最
近
、
表
紙
に
「
文
政
八　

乙
酉
蝋
月
（
十
二
月
）」
と
興
行
年

を
明
記
し
た
清
書
巻
『
狂俳 

満
願
の
暁
』（
石
橋
庵
評 

瀬
戸
三
社
奉
納
左
右
巻
）

（
名
古
屋
市　

野
田
實
家
文
書
の
）
11
（

内
）
を
み
る
こ
と
が
で
き
た
。
年
代
の
明
確

な
も
の
で
は
こ
ち
ら
が
初
見
と
な
る
。
こ
の
点
者
の
石
橋
庵
は
、『
尾
張
狂
俳

の
研
）
12
（

究
』
で
紹
介
し
た
石
橋
庵
真
酔
の
こ
と
で
、
前
掲
の
『
狂
俳

冠
句
選
集
楽
』
初

編
の
撰
者
で
あ
る
。
尾
崎
久
彌
氏
は
彼
を
「
椒
芽
田
楽
（
醫
、
神
谷
剛
甫
）
と

相
並
ん
で
、
名
古
屋
文
壇
の
牛
耳
を
執
っ
た
も
の
で
あ
）
13
（
る
」
と
評
さ
れ
た
人
物

で
あ
る
。
そ
し
て
、
瀬
戸
三
社
は
、
三
社
大
明
神
社
（
現
在
の
愛
知
県
瀬
戸
市

中
水
野
町
一

－

五
七
九
）
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
『
狂俳
満
願
の
暁
』
の
出
現

に
よ
っ
て
、
文
政
期
に
は
三
河
だ
け
で
な
く
尾
張
で
も
興
行
が
行
わ
れ
て
い
た

こ
と
が
実
証
さ
れ
た
。
ま
た
、
当
時
五
十
二
歳
（
数
え
年
）
の
真
酔
は
、
前
年

正
月
か
ら
「
江
戸
柳
樽
風
の
誹
諧
」
を
は
じ
め
て
い
）
14
（

る
。『
狂俳
満
願
の
暁
』
の

出
現
は
、
狂
俳
と
江
戸
柳
樽
風
の
誹
諧
（
川
柳
）
の
興
行
の
違
い
に
つ
い
て
検

討
で
き
そ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
興
行
年
と
興
行
場
所
は
明
確
な
が
ら
、
保
存

状
態
が
悪
く
、
ほ
と
ん
ど
内
容
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
は
、
と
て
も

残
念
な
こ
と
で
あ
る
。

　

次
に
、
簡
単
に
書
誌
を
記
す
。

○
『
狂
俳
袖
濡
す
』

　

刊
記
は
な
い
が
、
表
紙
に
「
鸞
亭
佛
追
福
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
文
政
二
年

頃
と
推
定
し
た
い
会
所
本
。
撰
者
、
柳
江
庵
。
巻
本
、
遊
糸
。
鸞
亭
は
初
代
柳

江
庵
、
撰
者
は
『
冠
句
選
』
で
跋
文
を
寄
せ
る
二
代
目
柳
江
庵
米
袋
で
あ
ろ
う

か
。
し
か
し
、
鸞
亭
は
天
保
期
に
点
者
を
す
る
柳
江
庵
鸞
亭
で
は
な
い
と
断
定

で
き
な
い
。
小
本
（
一
五
・
〇
×
一
〇
・
一
糎
）。
墨
付
き
六
丁
（
表
紙
共
）。

共
表
紙
（
裏
表
紙
欠
）。
百
番
句
ま
で
掲
出
。
架
蔵
。
題
は
折
句 

七
題
、
狂

俳 

五
十
一
題
で
、
そ
れ
ぞ
れ
を
列
記
す
れ
ば
、
次
の
と
お
り
。

　

折
句 

七
題
。

　

キ
フ
ツ
・
ア
ハ
セ
・
ト
コ
ニ
・
ナ
ツ
メ
・
ハ
ハ
キ
・
フ
ク
サ
・
ヤ
ク
ミ

　

狂
俳 
五
十
一
題
。

　

折
〳
〵
・
お
け
と
い
ふ
に
・
き
の
ふ
け
ふ
・
く
ら
ひ
〆
・
時
雨
の
跡
・
に
く
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ま
れ
子
・
む
つ
か
し
う
・
案
事
〳
〵
・
花
の
里
・
七
草
・
秋
の
夜
・
正
月
・
短

か
夜
・
乳
も
ら
ひ
・
風
に
吹
れ
・
目
出
た
が
り
・
留
守
番
・
力
に
任
せ
・
簀
子

縁
・
成
合
に
・
お
姫
様
を
女
房
に
し
て
・
の
鉄
砲
・
は
さ
か
ひ
帯
・
む
し
こ
か

ら
・
も
や
〳
〵
・
や
れ
う
れ
し
・
何
遍
も
・
金
持
ち
に
な
る
妙
薬
・
犬
の
声
・

戸
棚
・
子
を
抱
て
・
手
を
組
で
・
宿
と
り
て
・
小
気
味
能
・
小
半
日
・
情
出
し

て
・
水
く
さ
う
・
窓
の
月
・
天
窓
剃
・
田
に
し
と
り
の
娘
・
杜
若
・
奴
・
年

男
・
梅
の
小
家
・
萩
の
山
・
平
気
さ
ん
・
目
を
ほ
ち
く
・
門
口
・
柳
腰
・
娵
入

ざ
か
り
・
枯
芦
。

○
凡
例

　

翻
刻
に
あ
た
り
、
読
解
の
便
を
は
か
っ
て
、
次
の
よ
う
に
扱
っ
た
。

１
、
濁
点
、
句
読
点
を
施
し
た
。
た
だ
し
、
底
本
に
あ
る
も
の
と
、
恣
意
に
施

し
た
も
の
と
を
区
別
し
て
い
な
い
。

２
、
異
体
字
を
含
め
て
漢
字
は
原
則
と
し
て
通
行
字
体
に
改
め
た
。
た
だ
し
、

例
外
も
あ
る
。

３
、
慣
用
・
誤
用
の
漢
字
や
仮
名
遣
い
は
、
誤
解
の
な
い
と
思
わ
れ
る
と
こ
ろ

は
そ
の
ま
ま
残
し
た
。

４
、（　

）
内
の
文
字
及
び
ル
ビ
は
、
恣
意
に
施
し
た
も
の
で
あ
る
。

５
、
※
以
下
に
、
簡
単
な
語
釈
を
記
し
た
。

６
、
底
本
は
、
架
蔵
本
を
使
用
し
た
。

○
『
狂
俳
袖
濡
す
』

　
　

鸞
亭
佛
追
福

　
　
　
　

狂
俳
袖
濡
す

　
　
　
　
　
　
　

撰
者　

柳
江
菴
（
庵
）

　
　
　
　
　
　
　

巻
本　
　
　

遊
糸 

表
紙
」 

　

案
事
〳
〵 

花
に
出
る
日
を
紙
衣
ぬ
ぐ 

巴
水

※
案
事
＝
気
に
か
か
っ
て
い
る
こ
と
。
心
配
事
。
※
花
に
出
る
＝
目
立
つ
と
こ

ろ
に
出
る
。
■

参
■

敵
持
ち
月
は
見
れ
ど
も
花
に
出
ず

0

0

0

0

〈
柳
多
留
・
六
〉
※
紙
衣
＝

和
紙
を
貼
り
合
わ
せ
て
作
っ
た
粗
末
な
着
物
。

　

折
〳
〵 

聾
呼
ら
ぬ
返
事
す
る 

遊
糸

　

花
の
里 

貰
ハ
ず
躍
る
非
人
居 

其
洞

※
花
の
里
＝
花
の
咲
く
里
。
又
は
、遊
女
を
花
に
見
立
て
て
遊
里
の
こ
と
。

※
非
人
＝
江
戸
時
代
、
穢
多
と
と
も
に
士
農
工
商
の
下
に
お
か
れ
た
被
差
別
階

層
の
人
。
生
産
的
労
働
に
従
事
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
ず
、
遊
芸
や
物
貰
い
な
ど

で
生
活
し
、
刑
場
の
雑
役
な
ど
に
従
事
し
た
。
■

参
■

吉
原
で
ひ
に
ん
の
そ
ふ
を
は



冨　田　和　子

六
四

た
す
也
〈
柳
多
留
・
三
一
〉

　

子
を
抱
て 

女
房
に
は
ゝ
き
解
せ
た
り 

亀
眼

※
は
は
き
＝
箒ほ
う
き
。
※
解
せ
た
り
＝
箒
の
先
の
乱
れ
を
整
え
さ
せ
た
。

　

簀
子
縁 

居
（
す
わ
）り

覚
へ
て
梅
を
見
る 

雅
楽

※
簀す
の
こ子

縁え
ん

＝
簀
子
（
角
材
）
を
並
べ
て
造
っ
た
建
物
の
外
側
の
濡ぬ
れ
え
ん縁

。
寝
殿
造

り
で
、
広ひ
ろ

庇び
さ
し

の
外
に
造
っ
た
板
縁
。
簀
の
子
で
造
っ
た
の
で
い
う
。

　

水
く
さ
う 

達
者
自
慢
が
先
へ
行 

香
枝

※
水
く
さ
う
＝
水
く
さ
い
。
よ
そ
よ
そ
し
い
態
度
で
あ
る
。

　

柳
腰 
桃
色
ほ
ど
に
酔
て
を
る 

烏
仙

　

お
姫
さ
ま
を
女
房
に
し
て 
白
味
噌
汁
に
し
ら
れ
た
り 

仝

※
白
味
噌
＝
味
噌
の
う
ち
で
も
上
等
と
さ
れ
、
高
級
、
美
味
な
ど
の
た
と
え
に

も
用
い
る
。
主
に
京
都
で
作
ら
れ
る
西
京
味
噌
な
ど
が
あ
る
。

　

正
月 

隣
か
ら
百
か
り
に
来
た 

其
洞

■

十
　

蜻
蛉
の
小
戻
り
し
た
り

潦
（
に
わ
た
ず
み
） 

阿
巴
里

※
潦
＝
雨
が
降
っ
た
り
し
て
、
地
上
に
た
ま
っ
た
水
。
水
た
ま
り
。  

一
オ
」

　

七
草 

は
や
し
な
が
ら
に
舟
が
行 

呉
朗

　

目
出
た
が
り 

聞
え
ぬ
耳
へ
年
を
き
く 
如
雀

　

平
気
さ
ん 

毎
日
負
け
る
角
力
が
行 
一
宗

　

も
や
〳
〵 

千
手
蚊
の
口
掻
給
ふ 

遊
糸

※
千
手
＝
千
手
観
音
（
千
手
千
眼
観
自
在
菩
薩
）
の
こ
と
。
衆
生
を
あ
ま
ね
く

済
度
す
る
大
願
を
千
本
の
手
に
表
す
観
音
で
、
千
は
無
量
円
満
を
表
す
。
ふ
つ

う
四
十
二
の
手
を
持
つ
像
に
つ
く
る
。
特
に
虫
の
毒
・
難
産
な
ど
に
秀
で
て
お

り
、
夫
婦
和
合
の
願
い
を
も
満
た
す
と
い
う
。
※
蚊
の
口
＝
蚊
や
蚋ぶ
ゆ

な
ど
に
食

わ
れ
た
跡
。

　

秋
の
夜 

拍
子
が
付
て
宵
寝
す
る 

蕪
山

※
拍
子
が
付
て
＝
何
か
の
は
ず
み
で
。

　

力
に
任
せ 

く
ど
く
酔
人
を
突
こ
か
す 

香
枝

※
突
こ
か
す
＝
突
き
倒
す
。

　

む
つ
か
し
う 

坐
頭
⺇

（
た
こ
）糸

に
懸
つ
た
り 

紫
麦

　

小
気
味
能 

柳
の
土
手
で
脱
か
へ
る 

其
白

※
柳
の
土
手
＝
『
江
戸
名
所
図
会
』〈
一
・
柳
原
堤
〉
に
描
か
れ
、
古
着
屋
の

並
ぶ
地
と
し
て
有
名
な
柳
原
土
手
の
こ
と
。
※
脱
か
へ
る
＝
着
替
え
る
。

　

何
遍
も 

草
履
探
す
燈
を
消
ら
か
す 

ツ
シ
マ
玉
之　
　

■

二
十
　

あ
ま
り
菜
も
花
を
持
け
り
背
戸
の
春　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ツ
タ
山
月

※
背
戸
＝
家
の
後
ろ
に
あ
る
庭
や
広
場
で
、
人
目
に
つ
か
な
い
場
所
。 

一
ウ
」

　

花
の
里 

人
に
ほ
え
付
犬
が
を
る 

龍
舩

　

金
持
に
な
る
妙
薬 

な
め
て
見
り
や
ち
と
小
暖
と
い 

花
仙

　

宿
と
り
て 

宿
に
一
夜
も
寝
な
ん
だ
り 

如
雷

　

何
遍
も 

男
に
し
た
い
八
卦
見
る 

谷
風

　

杜
若 

島
影
さ
し
て
ほ
ど
け
た
り 

巴
水

　

む
し
こ
か
ら 

法マ
マ

（
報
）
謝
し
た
手
が
抜
け
ぬ
也 

亀
卜

※
む
し
こ
＝
む
し
か
ご
（
虫
籠
）。
※
報
謝
＝
物
を
贈
る
な
ど
し
て
報
い
る
こ

と
。

　

成
合
に 

脱
捨
曲
て
借
に
行 

花
風

※
成な
り
あ
い合
＝
成
り
行
き
に
任
せ
る
こ
と
。

　

く
ら
ひ
〆 

胸
ぐ
ら
と
つ
た
女
房
拝
む 

湖
石

※
く
ら
ひ
〆
＝
生
活
に
困
る
こ
と
。
ま
た
、
そ
の
者
。

　

情
出
し
て 

飯
も
る
う
ち
に
煮
豆
く
ふ 

柴
町

■

三
十
　

畑
主
に
花
の
名
と
へ
バ
生マ
マ

（
胡
）
瓜
か
な 

不
及

 

二
オ
」
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六
五

　

花
の
里 

真
ひ
る
曇
り
に
鳩
が
鳴
く 

巴
水

　

む
つ
か
し
う 

煤
掃
天（
あ
た
ま
）窓抱マ
マ

（
包
）
ん
だ
り 

雅
楽

　

目
出
た
が
り 

草
（
く
た
ぶ
れ
あ
し
）

臥
足
を
寝
さ
し
や
せ
ぬ 

如
雀

※
草
臥
足
＝
歩
き
疲
れ
て
く
た
び
れ
た
足
。
疲
れ
た
足
。

　

お
け
と
い
ふ
に 

廓
の
旁マ

マ

（
傍
）
へ
曲
る
な
り 

柳
枝

※
お
け
と
い
ふ
に
＝
「
止
め
て
お
け
と
言
う
の
に
」
の
意
。

　

し
ぐ
れ
の
跡 

猫
が
茶
釜
の
蓋
落
す 

呉
朗

※
猫
は
茶
釜
の
蓋
で
狩
人
が
撃
つ
弾
を
よ
け
な
が
ら
そ
の
数
を
数
え
て
い
る

が
、
最
後
、
狩
人
が
別
に
持
っ
て
い
た
御
守
り
の
命
（
い
の
ち
だ
ま
）

弾
で
撃
た
れ
る
と
い
う

「
猫
と
茶
釜
」〔『
日
本
昔
話
大
成
』
七
巻
二
〇
頁
（
二
五
三
Ａ
）。
愛
知
県
・
岐

阜
県
に
も
分
布
す
る
昔
話
〕
の
化
け
物
話
が
想
起
さ
れ
る
。

　

簀
子
縁 

い
ひ
分
（
わ
け
）し
た
い
お
と
が
す
る 

其
白

　

正
月 

く
ふ
手
を
出
す
も
も
ど
か
し
い 

井
堀
野
人　
　

　

折
〳
〵 

日（
ひ
が
け
）懸の

筒
で
か
り
る
也 

不
及

※
日
懸
（
掛
）
け
＝
毎
日
一
定
の
額
の
金
銭
を
積
み
立
て
る
こ
と
。
ま
た
、
そ

の
掛
け
金
。

　

や
れ
う
れ
し 

酔
人
に
は
ぐ
れ
あ
ふ
せ
た
り 

香
枝

■

四
十
　

戸
を
明
る
谺

（
こ
だ
ま
）を

遣
る
や
鳰

（
に
お
）の

秋 
里
瓶

 
二
ウ
」

　

杜
若 

合
鏡
の
目
が
よ
ど
む 

山
月

　

子
を
抱
て 

鉢
の
子
へ
銭
入
れ
さ
せ
る 

花
楽

※
鉢
の
子
＝
僧
尼
が
托
鉢
の
時
に
所
持
す
る
器
。

　

戸
棚 

車
の
上
に
鳴
つ
て
行 

巴
水

　

年
男 

笑
ひ
終
つ
て
始
め
た
り 

雨
晴

　

枯
芦 

鯨
い
と
な
む
人
が
よ
る 

巴
水

　

も
や
〳
〵 

帛
紗
が
さ
ば
け
か
ね
る
也 

湖
石

　

乳
も
ら
ひ 

中
々
狆
が
よ
せ
付
け
ぬ 

遊
糸

　

情
出
し
て 

お
シ
ヨ
ケ
の
客
が
歯
を
ほ
ぜ
る 

亀
卜

※
シ
ヨ
ケ
（
所
化
） ＝
寺
の
会
計
や
雑
務
を
扱
う
下
級
の
僧
。
納
所
坊
主
。

※
ほ
ぜ
る
＝
穿
る
。
隙
間
に
は
さ
ま
っ
た
も
の
を
つ
つ
き
出
す
。

　

天（
あ
た
ま
）窓剃 

夫
（
そ
れ
）か

ら
も
子
が
二
人
出
来 

呉
朗

※
天
窓
剃
＝
坊
主
頭
に
な
る
。
こ
こ
は
、
頭
を
剃
っ
て
僧
に
な
る
こ
と
。

■

五
十
　

如
月
や
伏
見
街
道
の
土
細
工 

不
及

※
伏
見
街
道
＝
京
都
市
東
部
を
南
北
に
走
る
道
路
の
呼
び
名
。
五
条
通
り
か
ら

南
下
し
伏
見
に
通
じ
る
。
沿
道
に
東
福
寺
・
伏
見
稲
荷
大
社
が
あ
る
。
全
長
約

六
キ
ロ
。
※
土
細
工
＝
土
を
焼
い
て
つ
く
っ
た
細
工
物
。
こ
こ
は
伏
見
人
形

（
京
都
伏
見
で
製
す
る
土
製
の
雛
人
形
。
安
土
桃
山
時
代
頃
か
ら
作
ら
れ
、
形

や
彩
色
の
素
朴
な
も
の
）
の
こ
と
。 

三
オ
」

　

梅
の
小
家 

明
捨
に
し
て
お
留
主
な
り 

井
堀
野
人　
　

※
明
捨
（
開
け
捨
て
） ＝
戸
な
ど
を
あ
け
っ
放
し
に
す
る
。

　

子
を
抱
て 

う
ま
さ
う
に
顔
な
め
て
を
る 

如
雀

　

金
持
ち
に
な
る
妙
薬 

嚔
（
く
さ
め
）に

散
て
仕
舞
た
り 

烏
仙

※
嚔
（
く
さ
め
） ＝
く
し
ゃ
み
。

　

力
に
任
せ 

題
目
の
珠
数
す
り
す
え
る 

呉
朗

※
珠
数
＝
数
珠
の
こ
と
。「
珠
数
」
と
も
書
い
た
。

　

は
さ
か
ひ
帯 

花
の
小
舟
を
漕
て
行 

椰
朗

　

情
出
し
て 

疱い

も瘡
す
り
澄
す
気
で
み
が
く 

亀
卜

　

く
ら
ひ
〆 

ひ
や
ひ
な
処
で
涼
し
が
る 

里
瓶

　

犬
の
声 

取
揚
婆
々
へ
は
し
る
也 

紫
雀

　

門
口 

尻
か
ら
逃
て
手
を
せ
き
る 

如
雀

※
せ
き
る
＝
塞
き
入
る
。
せ
き
と
め
る
こ
と
。



冨　田　和　子

六
六

■

六
十
　

屋
根
草
に
く
れ
行
春
の
見
ゆ
る
か
な 

巴
水

 

三
ウ
」

　

時
雨
の
跡 

咄
し
ハ
元
の
咄
し
也 

東
月

　

何
遍
も 

顔
見
合
ふ
気
が
小
咳
す
る 

山
月

　

力
に
任
せ 

蕪
木
く
さ
う
し
ら
れ
た
り 

東
月

※
く
さ
う
＝
ら
し
い
。

　

や
れ
う
れ
し 

駄
賃
そ
ん
し
て
馬
下
り
る 

烏
仙

　

萩
の
山 

い
つ
し
か
月
の
明
る
也 

巴
水

　

の
鉄
砲 
下
女
に
と
り
〆
ら
れ
て
を
る 

馬
穴

※
の
鉄
砲
＝
で
た
ら
め
。
ほ
ら
。

　

む
つ
か
し
う 

傘
が
木
戸
潜
る
な
り 

不
及

　

門
口 

剃
毛
交
り
の
水
を
打 

生
笑

※
剃
毛
＝
剃
り
落
と
し
た
毛
。
髭
剃
り
後
の
残
り
水
な
の
だ
ろ
う
か
。
貴
重
な

水
を
無
駄
に
し
な
い
で
門
口
の
打
ち
水
に
使
う
様
子
。

　

や
れ
う
れ
し 

鰒
ハ
き
の
ふ
に
成
て
を
る 

竹
馬

■

七
十
　

朝
影カ

ゲ

や
鳩
の
な
ぐ
さ
む
蝉
の
殻 

亀
卜

 

四
オ
」

　

し
ぐ
れ
の
跡 

廊
下
へ
油
つ
ぎ
に
来
る 
呉
朗

　

奴 

米
か
み
が
よ
く
光
る
也 
花
風

　

小
半
日 

画（
え
ぎ
ぬ
）絹詠
め
た
形
で
を
る 

香
枝

※
画
絹
（
え
ぎ
ぬ
・
が
け
ん
） ＝
絵
絹
の
一
種
。
日
本
画
を
か
く
時
用
い
る
画

布
。
と
て
も
細
か
い
繊
維
の
半
透
明
性
の
シ
ル
ク
で
織
ら
れ
た
も
の
。

　

に
く
ま
れ
子 

手
妻
の
穴
を
見
だ
し
た
り 

湖
石

※
手
妻
＝
手
品
。
奇
術
。

　

窓
の
月 

虫
歯
か
ゝ
へ
て
起
て
を
る 

ツ
シ
マ
玉
之　
　

　

き
の
ふ
け
ふ 

手
水
柄
杓
が
と
れ
ぬ
也 

遊
糸

　

時
雨
の
あ
と 

山
伏
を
見
て
鴉
啼
く 

呉
朗

　

田
に
し
と
り
の
娘 

野
遊
び
に
目
を
付
て
を
る 

香
枝

　

情
出
し
て 

質
屋
へ
通
ふ
着
物
也 

遊
糸

■

八
十
　

七
草
や
摘
も
は
や
す
も
女（

め
お
と
）夫同

士 

蕪
山

※
女
夫
＝
夫
婦
。
妻
と
夫
。 

四
ウ
」

　

風
に
吹
れ 

蝶
夫
（
そ
れ
）な
り
に
分
れ
た
り 

湖
石

　

小
半
日 

一
石
キ
打
た
手
が
退
か
ぬ 

紫
麦

※
一
石
＝
一
つ
の
石
。
こ
こ
は
、
碁
打
ち
を
楽
し
む
様
子
。

　

目
を
ほ
ぢ
く 

お
し
ろ
い
の
顔
仕
あ
げ
す
る 

亀
卜

※
ほ
ぢ
く
＝
穿
く
。

　

手
を
組
で 

く
つ
脱
す
え
て
遠
見
な
り 

古
友

※
遠
見
＝
遠
く
を
見
る
こ
と
。
高
い
所
に
の
ぼ
っ
て
遠
方
を
見
張
る
こ
と
。

　

小
気
味
能 

霧
隠
れ
し
た
不
二
が
出
る 

香
枝

　

お
け
と
い
ふ
に 

又
土
く
ひ
に
飛
び
出
た
り 

椰
朗

※
土
く
ひ
＝
土
食
い
。
亜
鉛
や
鉄
分
の
不
足
で
、
妊
婦
が
土
壁
を
か
じ
っ
た

り
、
地
面
の
土
を
食
べ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。

　

何
遍
も 

と
ふ
し
た
ゆ
び
か
嗅
で
見
る 

ア
ツ
タ
山
月　
　

　

や
れ
う
れ
し 

案
山
子
と
き
め
て
通
り
こ
す 

仝

　

娵
入
ざ
か
り 

苦
に
す
る
お
い
ど
大
き
な
る 

其
舩

※
お
い
ど
＝
御
居
処
。「
お
し
り
」
を
い
う
女
性
語
。

■

九
十
　

藤
咲
く
や
鞍
工
合
よ
き
在
所
馬 

木
鱗

※
在
所
＝
近
隣
の
田
舎
。 

五
オ
」

　

折
〳
〵 

花
の
吹
雪
の
袖
払
ふ 

都
岳

　

き
の
ふ
け
ふ 

恋
を
忘
れ
た
猫
が
来
る 

柳
枝
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六
七

　

留
主
番 

膝
皿
包
む
片
手
出
す 

竹
馬

※
膝
皿 

＝
膝
が
し
ら
に
あ
る
皿
の
よ
う
な
形
の
骨
。

　

乳
も
ら
ひ 

元
の
眉
毛
に
成
て
を
る 

金
蝶

　

短
か
夜 

ひ
と
り
寝
に
さ
へ
足
ら
ぬ
也 

井
堀
野
人　
　

　

案
事
〳
〵 

配
ざ
い
を
し
て
猪
口
を
盛 

田
偲

※
配
ざ
い
（
配
剤
）
＝
①
薬
の
調
合
。
②
と
り
合
せ
。

　

く
ら
ひ
〆 

塩
茶
の
下
女
に
刎
ら
れ
る 

遊
糸

※
塩
茶
＝
塩
を
少
し
加
え
て
い
れ
た
番
茶
。
悪
酔
い
に
飲
ま
せ
る
。
※
刎
ら
れ

る
＝
拒
否
さ
れ
る
。

　

に
く
ま
れ
子 
い
つ
ち
躍
の
手
が
か
る
い 

香
枝

※
い
っ
ち
＝
一
番
。

　

や
れ
う
れ
し 

仏
間
払
へ
バ
盆
が
来
る 

い
ろ
を

■

百
　

秋
風
や
は
れ
〴
〵
し
く
も
関
の
松 

巴
水

※
関
の
松
＝
勧
進
帳
で
有
名
な
安
宅
の
関
の
松
の
こ
と
か
。 

五
ウ
」

注（
１
）  

『
名
古
屋
叢
書
』
第
十
六
巻
「
風
俗
芸
能
編
」（
１
）（
愛
知
県
郷
土
資
料
刊

行
会　

一
九
八
二
年
）
所
収
。

（
２
）  

名
古
屋
市
博
物
館
蔵
。「
中
日
新
聞
」
二
〇
〇
七
年
一
月
七
日
朝
刊
掲
載
。

（
３
）  

鈴
木
勝
忠
編
『
天
保
名
古
屋
狂
俳
集
』（『
雑
俳
集
成
』
第
一
期 

十
二　

東

洋
書
院　

一
九
八
五
年
）
五
頁
。

（
４
）  

『
名
古
屋
叢
書
』
第
六
巻
「
地
理
編
」（
１
）（
愛
知
県
郷
土
資
料
刊
行
会　

一
九
八
二
年
再
版
）
解
説
二
頁
。

（
５
）  

『
名
古
屋
叢
書
』
第
八
巻
「
地
理
編
」（
３
）（
愛
知
県
郷
土
資
料
刊
行
会　

一
九
八
三
年
再
版
）
三
九
五
頁
。

（
６
）  

既
出
『
天
保
名
古
屋
狂
俳
集
』
四
五
頁
。

（
７
）  

『
名
古
屋
市
史 

学
藝
編
』（
名
古
屋
市
役
所　

一
九
一
五
年
）
一
七
五
頁
。

（
８
）  

宮
田
正
信
『
雑
俳
史
の
研
究
』（
赤
尾
照
文
堂　

一
九
七
二
年
）
三
四
九
頁
。

（
９
）  

既
出
『
天
保
名
古
屋
狂
俳
集
』
五
四
頁
。

（
10
）  

鈴
木
勝
忠
編
『
未
刊
雑
俳
資
料
』
三
五
期
十
三
『
狂
俳
冠
句
選
集
楽
』（
一
九 

六
六

年
）。

（
11
）  

野
田
實
家
文
書
に
つ
い
て
は
、『
愛
知
県
史
』
資
料
編
十
五
「
近
世
一　

名

古
屋
・
熱
田
」
九
六
六
頁
に
掲
載
が
あ
る
。

（
12
）  

「
石
橋
庵
真
酔
の
文
芸
活
動
」（
冨
田
和
子
『
尾
張
狂
俳
の
研
究
』
勉
誠
出
版　

二
〇
〇
八
年
）
二
八
三
頁
。

（
13
）  

尾
崎
久
彌
「
郷
土
本
概
説
」（『
近
世
庶
民
文
学
論
考
』
中
央
公
論
社　

一
九

五
〇
年
）
一
六
頁
。

（
14
）  

「
猿
猴
庵
日
記
」
文
政
七
年
正
月
廿
三
日
（『
日
本
都
市
生
活
史
料
集
成
』
四　

学
習
研
究
社　

一
九
七
六
年
）
六
二
七
頁
。

＊　

生
活
科
学
部　

生
活
環
境
デ
ザ
イ
ン
学
科



冨　田　和　子

六
八

　
【
付
】
図
版　

柳
江
庵
撰
会
所
本
『
狂
俳
袖
濡
す
』　
※
表
紙
は
六
三
頁
に
掲
出
。



柳江庵撰会所本『狂俳袖濡す』の紹介と翻刻

六
九



冨　田　和　子

七
〇
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